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会員の活動報告
（昭和62年1月～昭和62年12月）
伊川徹
フランス語入門特集① フランス語を学び始める人びとと始めてみたもののとい
う人びとへ（白水社「ふらんす」， 62年4月）
関西大学創立100周年に思う（関西大学仏文学会「会報」第 3号， 62年3月）
神垣享介
アルベール・カミュにおける Navigationのイメージについて一ー後期作品を
中心として一（「仏語・仏文学」第16号， 62年2月）
関谷一彦
Probleme de《l'obscenite》atravers Jacques le fataliste et son mattre 
（「仏語・仏文学」第16号， 62年2月；大学院セミナーロ頭発表（於八王子〕， 62年
3月）
ディドロのエロティックなエクリチュールの母胎 LesBijoux indiscrets 
（関西大学仏文学会口頭発表， 62年12月）
田中寛一
ミソェル・フーコー『汚名に塗れた人びとの生活』〔翻訳）（青土社「現代思想」
第15巻第3号， 62年3月）
フーコーの場所（関西学院大学生協書籍部「みくわんせい」第2巻第2号,62年
7月）
「フーコー年譜」研究上の諸問題について（日本フランス語フランス文学会春季
大会口頭発表， 62年6月）
田中良
母は譲歩したか？（プルースト研究会 報告 No.1,62年6月）
なぜ散文詩は転写されたのか？（プルースト研究会報告 No.2, 6潤こ9月）
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津川廣行
『田園交響楽』にみる動物達について（「リュテス」第18号， 62年12月）
鄭久信
『聖ジュリヤン伝』の構成について（「仏語・仏文学」第16号， 62年 2月）
野浪嗣生
モーパッサンの幻想短編小説日（「仏語・ 仏文学」第16号， 62年2月）
久野誠
漱石からプルースト（「プルースト全集」第8巻月報，筑摩書房， 62年 4月）
L. S. Mercierの Tableaude Parisにおける《n6ologie》 （関西大学
仏文学会口頭発表， 62年12月）
平田重和
Jules VERNE: Robur l.e Conquerant⑪ arousse)注釈（エディショ
ン・フランセーズ〔駿河台〕， 62年4月）
丸瀬康裕
ボードレールにおける〈高所〉 （関西大学仏文学会口頭発表， 62年12月）
森孝子
Le Grand Meaulnesの中の繰り返し（「仏語・仏文学」第16号， 62年2月）
山村嘉己
女性として「読み」，「書く」こと（関西大学経政研「研究双書」 62,62年3月）
研究余滴 ヴェルレーヌ 6 地獄の底からの《悪しき歌》（関西大学生協「書
評」 80,62年4月）
研究余滴 ヴェルレーヌ 7 牢獄での呻吟と悔悟そのI(関西大学生協「書
評」 81,62年9月）
覚えておきたい単語 10~12 (三修社「基礎フランス語」 62年2月号~62年4月
号， 62年1~3月）
女性差別と文学（関西学院大学人権問題講演会， 62年6月）
後記
本学会の昭和62年度研究発表会・総会は， 12月19日千里山学舎AV教室
で開催された。研究発表会では，下記の3氏が日頃の研鑽のほどを披露さ
れ，各発表ごとに熱心な質疑応答が交わされて．実り多い会であった。
関谷一彦 ディドロのエロティックなエクリチュールの母胎 Les 
Bijoux indiscrets 
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久野誠 L.S. Mercierの Tableaude Parisにおける《neologie》
丸瀬康裕 ポードレールにおける〈高所〉
関西大学フランス文学科は，やがて創設40周年を迎える。会員諸氏の一
層のご活躍を期待したい。
（小方厚彦）
関西大学仏文学会々則
1. 本会は関西大学仏文学会と称し，事務所を関西大学文学部フラン
ス文学科合同研究室に置く。
2. 本会はフランス語・フランス文学に関する研究および発表と，こ
れに関連する事業を行なうことを目的とする。
3. 本会は次の事業を行なう。
1. 機関誌「仏語・仏文学」およびその他の出版物の刊行
2. 研究会・講演会の開催
3. その他本会の目的にかなう事業
4. 本会はその目的に賛同する次の会員をもって構成する。
1. 関西大学文学部フランス文学科専任教員
2. 関西大学大学院文学研究科フランス文学専攻学生，およびその
卒業生
3. 関西大学文学部フランス文学科学生，およびその卒業生
5. 本会の目的を達成するため会費を納入する。
6. 本会に次の役員を置く。その任期は 1年とし，重任を妨げない。
1. 会長 1 名
2. 委員 若千名
a. 企画委員
b. 編集委員
c. 庶務・会計委員
会長と委員によって委員会を構成し本会の実務の運用に当り会長
はこれを統括する。
7. 会員は機関誌「仏語・仏文学」等の配布をうけ，その他本会のお
こなう事業に参加することができる。
8. 本会の重要事項は総会の議決による。
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